
 

一 

 
 

 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案
新
旧
対
照
条
文 

○
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第 

 
 

号
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
傍
線
部
分
は
修
正
部
分
） 

修 

正 

後 

修 

正 

前 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
第
一
章 

総
則
（
第 

 

目
次
中
「
第
一
章 
総
則
（
第
一
条
―
第
七
条
）
」
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
一
章
の
二 

温
室 

一
条
―
第
七
条
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
、 

効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の
削
減
に
関
す
る
長
期
的
な
目
標
（
第
七
条
の
二
）
」 

「
第
十
九
条
」
を
「
第
十
八
条
」
に
、「
第
二
十
条
―
第
二
十
七
条
」
を
「
第
十

九
条
―
第
四
十
一
条
の
二
」
に
、「
第
二
十
八
条
」
を
「
第
四
十
二
条
」
に
、「
第

二
十
九
条
―
第
四
十
一
条
」
を
「
第
四
十
三
条
―
第
五
十
七
条
」
に
、「
第
四
十

二
条
―
第
四
十
七
条
」
を
「
第
五
十
八
条
―
第
六
十
五
条
」
に
、「
第
四
十
八
条

―
第
五
十
条
」
を
「
第
六
十
六
条
―
第
六
十
八
条
」
に
改
め
る
。 

  

第
一
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。 

 
 

 

第
一
章
の
二 

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の
削
減
に
関
す
る
長
期
的

な
目
標 

第
七
条
の
二 

国
際
的
協
調
の
下
に
、
欧
州
地
域
に
お
い
て
工
業
化
が
始
ま
っ

た
年
代
を
基
準
と
し
て
、
世
界
全
体
の
平
均
気
温
の
上
昇
を
二
度
よ
り
十
分

に
低
く
保
つ
と
と
も
に
、
こ
れ
を
一
・
五
度
以
内
に
抑
え
る
よ
う
努
め
る
こ

 

目
次
中
「
第
十
九
条
」
を
「
第
十
八
条
」
に
、
「
第
二
十
条
―
第
二
十
七
条
」

を
「
第
十
九
条
―
第
四
十
一
条
」
に
、「
第
二
十
八
条
」
を
「
第
四
十
二
条
」
に
、

「
第
二
十
九
条
―
第
四
十
一
条
」
を
「
第
四
十
三
条
―
第
五
十
七
条
」
に
、「
第

四
十
二
条
―
第
四
十
七
条
」
を
「
第
五
十
八
条
―
第
六
十
五
条
」
に
、「
第
四
十

八
条
―
第
五
十
条
」
を
「
第
六
十
六
条
―
第
六
十
八
条
」
に
改
め
る
。 

        

（
新
設
） 

     



  

二 

と
等
が
必
要
で
あ
る
と
の
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
関
す
る
国
際
社
会
に
お
け

る
共
通
の
認
識
を
踏
ま
え
、
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
知
見
に
基
づ
き
、
平
成

六
十
二
年
ま
で
に
達
成
を
目
指
す
べ
き
我
が
国
に
お
け
る
一
年
間
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
の
量
（
国
際
約
束
に
基
づ
く
措
置
で
あ
っ
て
そ
れ
に
よ
り
得

た
量
を
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
削
減
し
た
量
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
得
た
量
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
量

を
減
じ
た
量
を
い
う
。
）
は
、
平
成
二
年
（
第
二
条
第
三
項
第
四
号
か
ら
第
七

号
ま
で
に
掲
げ
る
物
質
に
あ
っ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
年
）
に
お
け
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
か
ら
こ
れ
に
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
を
乗
じ
て
計

算
し
た
量
を
削
減
し
た
量
と
す
る
。 

 

第
八
条
第
一
項
中
「
政
府
は
」
の
下
に
「
、
前
章
に
規
定
す
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
の
量
の
削
減
に
関
す
る
長
期
的
な
目
標
に
即
し
て
」
を
加
え
、
同
条

第
二
項
第
七
号
中
「
第
二
十
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
」
に
、「
第

二
十
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中

「
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
措
置
」
を
「
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
普
及

啓
発
の
推
進
（
こ
れ
に
係
る
国
と
地
方
公
共
団
体
及
び
民
間
団
体
等
と
の
連
携

及
び
協
働
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
同
項
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

十 

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
国
際
協
力
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
措

置
に
関
す
る
基
本
的
事
項 

 

第
八
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、

           

第
八
条
第
二
項
第
七
号
中
「
第
二
十
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
第
一

項
」
に
、「
第
二
十
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同

項
第
九
号
中
「
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
措
置
」
を
「
第
三
条
第
三
項
に
規

定
す
る
普
及
啓
発
の
推
進
（
こ
れ
に
係
る
国
と
地
方
公
共
団
体
及
び
民
間
団
体

等
と
の
連
携
及
び
協
働
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
同
項
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と

し
、
第
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

   

十 
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
国
際
協
力
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
措

置
に
関
す
る
基
本
的
事
項 

 

（
新
設
） 



 

三 

同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
本
部
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
の
案
を
作
成
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の

適
切
な
方
法
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
及
び
民
間
団
体
等
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
八
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

６ 

政
府
は
、
毎
年
、
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
に
定
め
ら
れ
た
目
標
の
達
成
状

況
及
び
施
策
の
実
施
状
況
に
関
す
る
調
査
及
び
分
析
を
行
い
、
地
球
温
暖
化

対
策
計
画
の
実
績
に
関
す
る
評
価
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

７ 

政
府
は
、
前
項
の
評
価
を
行
っ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
国
会
に
報
告
す

る
と
と
も
に
、
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
九
条
第
一
項
中
「
状
況
」
の
下
に
「
、
国
際
約
束
に
基
づ
く
義
務
の
履
行

期
限
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
第
四
項
」
を
「
か
ら
第
五
項
ま
で
」

に
改
め
る
。 

  

第
四
章
中
第
二
十
七
条
を
第
四
十
一
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加

え
る
。 

 

（
政
策
形
成
へ
の
民
意
の
反
映
等
） 

第
四
十
一
条
の
二 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

政
策
形
成
に
民
意
を
反
映
し
、
並
び
に
そ
の
過
程
の
公
正
性
及
び
透
明
性
を

確
保
す
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
し
学
識
経
験
の
あ
る
者
、
消
費
生

                

第
四
章
中
第
二
十
七
条
を
第
四
十
一
条
と
し
、
第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
六

条
ま
で
を
十
四
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。 

 

（
新
設
） 

   



  

四 

活
、
労
働
及
び
産
業
の
領
域
を
代
表
す
る
者
そ
の
他
広
く
事
業
者
及
び
国
民

の
意
見
を
求
め
、
こ
れ
を
考
慮
し
て
政
策
形
成
を
行
う
仕
組
み
の
活
用
を
図

る
も
の
と
す
る
。 

 

第
二
十
六
条
を
第
四
十
条
と
し
、
第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
を
十

四
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。 

  

附
則
第
一
条
の
次
に
次
の
見
出
し
及
び
二
条
を
加
え
る
。 

 

（
地
球
温
暖
化
適
応
） 

第
一
条
の
二 

国
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
被
害
及
び
生
物
の
多
様
性
、

食
料
の
生
産
、
人
の
健
康
等
へ
の
悪
影
響
の
防
止
及
び
軽
減
そ
の
他
の
国
内

及
び
国
外
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
へ
の
適
応
（
次
条
に
お
い
て
「
地
球
温
暖

化
適
応
」
と
い
う
。
）
を
図
る
た
め
、
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

第
一
条
の
三 

前
条
に
規
定
す
る
法
律
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
規
定
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

地
球
温
暖
化
適
応
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
の
策
定 

 

二 

地
球
温
暖
化
適
応
に
関
す
る
基
本
的
施
策 

 

三 

地
球
温
暖
化
適
応
に
関
す
る
体
制
の
整
備 

 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
地
球
温
暖
化
適
応
に
関
し
必
要
な
事

項 

       

（
新
設
） 

         

 
 

 


